
Ⅰ．経緯と計画の目的 

 

日本銀行石神井運動場（練馬区石神井台一丁目 33 番地）（以下 石神井運動場）

は、日本銀行により昭和 9 年に開設された面積約 4.7ha の運動場で、敷地内には

野球場やクラブハウス等の施設があります。昭和 32 年に運動場や都立石神井公園

を含む約 41.1ha が、自然の風景等の趣や味わいの享受の用に供することを目的

とした風致公園「石神井公園」として都市計画決定されました。昭和 50 年には、

日本銀行と練馬区で覚書を交わし、テニスコートとグラウンドを区民が利用できる

ようになりました。 

その後、平成 19 年 5 月に日本銀行より、石神井運動場の購入に関する意向確

認などの申し入れがありました。 

本運動場の南側、都立石神井公園内には武蔵野三大湧水池のひとつである三宝寺

池があり、中の島には、国の天然記念物に指定されている貴重な沼沢植物群落があ

ります。石神井運動場は、三宝寺池沼沢植物群落の地下水の涵養のために重要な土

地であり、ここが開発されれば、みどりの消失だけでなく、沼沢植物群落にも影響

が及ぶ可能性がありました。そのような事態を回避するため、また引き続き、区民

のレクリエーションの場とするため、練馬区はこれを区立公園として整備すること

とし、平成 20 年２月に、日本銀行と練馬区は、売買契約にかかる基本合意書を取

り交わしたものです。 

本計画は、こうした経緯を踏まえ、石神井運動場を区立公園として整備するにあ

たり、三宝寺池の涵養地としての機能を充分に発揮させ、さらに、石神井地域にふ

さわしい魅力ある公園とすることを目指すものです。 
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所在地：練馬区石神井台一丁目 33 番 44 号 

面 積：約 4.7ha 

                 位置図 
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Ⅱ．現況の把握 

Ⅱ－１．上位関連計画 

１．都市計画マスタープラン地域別指針（平成 15 年 6 月 策定） 

   21 世紀の初めから、おおむね 20 年における練馬区の目標とするまちの将

来像を具体的に提示するとともに、その将来像を実現するための、仕組みや考

え方を明確にすることを目的とする指針です。計画地の位置する第 6 地域に

ついては、以下の方向性が示されています。 

○ みどりの軸・水の軸と拠点－地域にうるおいを与える川と公園を活用したまちづくり 
・石神井川や白子川がみどりの軸・水の軸で、石神井公園や大泉井頭公園な

どがみどりの拠点です。 

・石神井川や白子川の親水化を進め、石神井公園を活用するなど、住民参加
のもとで、みどりと水を生かした魅力あるまちづくりが望まれます。 

・雨水の地下への浸透など、総合治水の観点からの取り組みも重要です。 

○ 住宅地－良好で安全なまちづくり 
・住宅地では街並み景観に配慮し、石神井公園周辺の風致を守り、みどりの

保全やまちの緑化などに取り組み、良好な住宅地を保全していきます。 

・交通規制、交通安全意識の向上などにより生活道路の安全性を高め、また
住民等と協働による防災の取り組みなど、安全で安心なまちづくりを進め
ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域構造図（まちの骨格と特性） 

※出典：都市計画マスタープラン地域別指針 

計画地 
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２．練馬区観光ビジョン（平成 15 年 3 月 策定） 

練馬区の観光振興の意義および基本的方向を明らかにし、区民および事業者

と協働して観光振興に取り組むにあたっての区の指針として策定したもので

す。練馬区が取り組む観光は、身近な個性あふれるまちを個人やグループで訪

ね、都市の景観や生活文化を楽しみ、豊かな時を過ごしてもらう「まち歩き観

光」を目指すものです。 

計画地については、観光資源として磨きをかけ、また、「まち歩き観光」の

快適性を向上させる機能が期待されます。 

 

３．練馬区スポーツ振興基本計画（平成 21 年 3 月 策定） 

 

   区民の誰もが、それぞれの体力や年齢・技術・興味・目的に応じて、身近な

地域で「いつでも、どこでも、いつまでも」スポーツに親しめる豊かでうるお

いのある生涯スポーツ社会と、スポーツが盛んな、活気あふれるまち“ねりま”

を実現することを目的に策定したものです。 

   計画の基本目標の実現のため、以下の４つの重点プロジェクトを設定してい

ます。計画地は、地域拠点の一つとして、また、自主的なスポーツ活動の推進

の場として期待されるものです。 

   

【計画の基本目標】 
区民自らがより自主的にスポーツに参加・参画するとともに、地域やスポー

ツ関係団体、区の協力・連携により、より豊かなスポーツ活動の展開を図るこ
と、スポーツを通して生活や地域を豊かにすること。 

【重点プロジェクト】 
○ 「中核となるスポーツ施設の整備」プロジェクト 
○ 「スポーツ活動をするための地域拠点の確保」プロジェクト 
○ 「多様な機会の創出による区民の自主的なスポーツ活動の推進」プロ

ジェクト 
○ 「スポーツ関係団体との連携強化」プロジェクト 

 

４．練馬区環境基本計画 2001-2010（改定計画）（平成 19 年 9 月 改定） 

   

   練馬区で実現すべき望ましい環境像を【環境へのやさしさが育む循環・共生

のまち ねりま】と設定、環境施策の基本的方向を再構築し、区民・事業者・

区の役割をより明確にした計画です。４つの施策の柱のうち、「みどりと水に

恵まれた、美しいまちをつくるために」において、重点施策「みどりと水のま

ちづくり」が位置づけられ、モデルプランとして拠点の整備を示しています。

計画地もネットワークの拠点として整備・機能することが期待されています。 
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５．練馬区地域防災計画（平成 20 年度修正） 

 

   災害対策基本法に基づく計画で、練馬区の地域並びに住民の生命・身体およ

び財産を災害から守ることを目的とし、毎年見直しを行い、必要に応じて修正

を行っています。防災に関しては、災害予防・応急対策・災害復興・災害救援

の４つの計画からなり、計画地および周辺については、以下の位置づけがされ

ています。 

 

○練馬区避難拠点：石神井中学校／石神井小学校 

○東京都指定避難場所：都立石神井公園一帯 

○災害時臨時離発着場（候補地）：計画地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画地周辺の防災地図 

※出典：練馬区防災地図 
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６．練馬区みどりの基本計画（平成21年1月 策定） 

 

   都市緑地法に基づく計画で、みどりの保全と緑化の推進について、基本的考

え方と施策の方向性を総合的に示すものです。みどりの将来像として、「みど

りを愛し いのちを守りはぐくむまち ねりま」を掲げ、みどりの目標水準と

して、区民一人あたりの公園面積6.0㎡の確保と、緑被率30％の実現を設定

しています。計画地については、以下の取組みに位置づけられています。 

○ 大規模公園の整備 

身近な公園を広げるために、大規模な施設や生産緑地等のまとまった広敷
地は、積極的に買収し、1.0ha 以上の大規模公園の整備を進めます。 

○ 拠点となる公園等の整備 

    みどりと水のネットワークを形成するために、拠点となる大規模公園を整

備していきます。計画地は、５つのネットワークのうち、以下の系において

拠点として位置づけられています。 

≪歴史と文化の系≫ 
石神井川流域は、川にはぐくまれたみどり豊かな歴史と文化遺産に恵ま
れていることから、「歴史と文化の系」として、ネットワークの形成を
図ります。石神井公園の未開設区域は、都と協力して整備促進を図るこ
ととしています。 

≪生きもの回廊の系≫ 
石神井公園、清水山・稲荷山憩いの森等の大規模な緑地は、豊かな自然
環境が残っており、多くの生きものの生息が確認されていることから、
こうした緑地をつなげ、「生きもの回廊の系」として、ネットワークの
形成を図ります。石神井公園の未開設区域は、都と協力して整備促進を
図り、樹林の適切な管理を行っていくこととしています。 
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Ⅱ－２．法的規制 

1. 計画地   

第二種風致地区、 

第一種低層住居専用地域（建ペイ率 30％、容積率 60％） 

高度地区 10ｍ、防火指定なし 

都市公園法に基づく制限 運動施設の敷地面積は 50％未満 

            建築面積は 12％未満 

2. 隣接地 

北 ：第一種住居地域（建ペイ率 60％、容積率 300％） 

高度地区 20ｍ  防火地域 

東西：第一種低層住居専用地域（建ペイ率 50％、容積率 100％）、 

高度地区 10ｍ 準防火地域 

南 ：第一種低層住居専用地域（建ペイ率 30％、容積率 60％） 

高度地区 10ｍ 防火指定なし 第二種風致地区  

北西：都市計画道路 外郭環状線（幅員 40ｍ） 

 

 

計画地 

都立石神井公園 
都市計画区域 

 

都立石神井公園 
都市計画区域 

外郭環状線 
都市計画区域 

計画地 

計画地周辺の用途地域等 

※出典：練馬区用途地域図 
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Ⅱ－３．社会条件 

１．交通のアクセス 

鉄道－最寄り駅   西武池袋線石神井公園(1.2km) 徒歩 15 分程度 

            西武池袋線大泉学園駅(1.4km) 徒歩 20 分程度 

 バス－最寄りバス停 石神井郵便局（ほぼ現在の正門前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路・鉄道網図 

 
駅 名 行き先 運行本数 最寄バス停(徒歩時間) 

東武 
東上線 

成増駅 吉祥寺駅 
西 吉 60/石 11 

３本程度／１時間 石神井郵便局 

吉祥寺駅 
西 吉 60/吉 60-2 

３本程度／１時間 石神井郵便局 

西武車庫前 
西 石 11 

2～４本／１時間 
（※夜間のみ） 

石神井郵便局 石神井公園駅 
北口・南口 

荻窪駅 
  西 荻 14 7 本程度／1 時間 JA 東京あおば 

 1.1km 徒歩 15 分程度 
大泉学園駅 
南口 

阿佐ヶ谷駅 
西 荻 15/荻 16 

３本程度／１時間 石神井郵便局 

西武 
池袋線 

練馬高野台駅 関町福祉園 
コ 関町ルート 

１本／１時間 JA 東京あおば 1.1km 
石神井小学校東 徒歩 15 分程度 

上井草駅 長久保 
西 荻 15/荻 16 

３本程度／１時間  

成増町 
西 吉 60/吉 60-1/ 吉
60-2/吉 60-3 

３本程度／１時間 石神井郵便局 
西武 
新宿線 

上石神井駅 
順天堂練馬病院 

コ 関町ルート 
１本／１時間 JA 東京あおば 

 1.1km 徒歩 15 分程度 

（凡例）西：西武バス コ：コミュニティバス（みどりバス） 
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２．ねりまの散歩路 

 
「ねりまの散歩道」は、平成４年７月に設定されたみどりや水辺、史跡、公園

などをめぐる散歩コースで、区内に９コース（１つのコースは約５～８km）あ
ります。計画地周辺では、石神井公園コースが設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

         

                             

     

 

。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石神井公園コース図 

 

石神井公園駅 

石神井公園ボート池 

池淵史跡公園 

道場寺 

三宝寺 

氷川神社 

禅定院 

長命寺 

石神井城趾跡 

大泉学園駅 

三宝寺池 

計画地 

石神井川 

ねりまの散歩道コース図 
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３．照姫まつり 

 

   照姫は、室町時代中期に石神井城を本拠地としていた豊島泰経公の娘として

語り継がれています。当時は戦乱の世の中で、泰経公は宿敵太田道灌に攻め滅

ぼされ、現在の石神井公園にある三宝寺池に飛び込んだといいます。そして、

愛娘の照姫は、泰経公の最期をみとると、悲しみのあまり自らも池に身を投げ

たと言われています。 

 照姫まつりは悲劇のヒロインである照姫をテーマに、毎年春に、都立石神井

公園とその周辺で行われる時代まつりです。昭和 63 年に始まり、毎年 10 万

人を超える人出で大きなにぎわいを見せ、練馬の春の祭典として定着していま

す。郷土に伝わる文化への誇りと親しみを深めてもらうことを目的として、照

姫まつり実行委員会が主催しています。 
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Ⅱ－４．都立石神井公園 

１．公園の概要 

（１）現況 

   開 園 昭和 34 年 3 月 

   面 積 201,374.83 ㎡（平成 21 年６月現在） 

（２）特徴 

   都立石神井公園は、三宝寺池と石神井池の二つの池を中心に構成されており、

園内は起伏に富み、豊かな自然と石神井城址等の史跡もある、武蔵野のおもか

げが多く残された公園で、春は花見、夏はボート遊び、秋は紅葉と、季節の花

や四季と通してさまざまなレクリエーションを楽しむことができます。 

   計画地の南に位置する、天然記念物に指定されている沼沢植物群落のある三

宝寺池を中心とした地区は、野鳥誘致林や水辺観察園、ひょうたん池等の自然

系の施設と、石神井城址や殿塚・姫塚といった史跡や歴史を偲ぶ施設、サクラ

広場、おべんとう広場などアウトドアレクリエーション系の施設から成ってい

ます。 

   三宝寺池の北側には、ソメイヨシノ約 170 本、ヤマザクラ約 70 本、コブ

シ約 140 本があり、それぞれ季節にあわせて見事な花を咲かせます。また、

多くの水鳥等の野鳥が飛来し、一年を通じて野鳥を観察できる公園として親し

まれています。 
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２．三宝寺池の概要 

都立石神井公園には、地域の貴重な自然・文化資源である「三宝寺池沼沢植物群落

（国指定天然記念物）」や「石神井城跡及び三宝寺池（都指定旧跡）」があります。 

①三宝寺池・石神井池の歴史 

計画地の南側に位置する三宝寺池は、井の頭池、善福寺池と共に武蔵野台地の三
大湧水池のひとつとされ、その名は、池南側の三宝寺に由来しています。 

かつての三宝寺池は、湧水量が豊富なことで有名であり、江戸時代の文献にも「池
と称すれど湖水たるべし。いかなる日干にても涸ることなく下流の村々この水にて
大いに益する」とあり、江戸時代の『新武蔵野風土記稿』や、大正７年刊『東京府
北豊島郡誌』等、石神井川の源流を〝三宝池〟と記す文献も存在します。 

石神井川の支流先端の池や沼等の湧水池の付近には、多くの水神（弁天、水天宮
等）が祀られ、地域の人々の大切な場とされてきました。そして、川の源流（三宝
寺池）や支流の集まるところ、あるいは、用水の分岐点近く等の要所には城が築か
れており、おそらく水路管理上重要な役割を果たしていたであろうとされています。
この三宝寺池の一角にも厳島神社という弁財天をまつった神社や南東部の石神井
城跡等が存在し、かつての面
影を残しています。 

また、三宝寺池の東側には、
昭和８年に三宝寺池より流
出する水を堰き止めてつく
った石神井池があり、三宝寺
池と共に、都心の住宅地の中
の貴重な水辺の空間として
石神井公園の顔ともいえる
存在となっています。しかし、
その水量は、周辺の都市化の
影響により昭和３０年代後
半頃より次第に減少し、現在
では井戸水により水量を確
保し、石神井川とは接続して
いない状況です。 

 

 

 

②三宝寺池沼沢植物群落（国指定天然記念物） 

昭和１０年、国の天然記念物に指定されました。当時は、「シャクジイタヌキモ」

「カキツバタ」「ミツガシワ」「ヒツジグサ」など約５０種の沼沢植物が存在してい

ましたが、その後、周辺地域の都市化による湧水の減少等に伴い、池の植物相も変

化をみせています。そのため、現在、東京都では石神井公園三宝寺池沼沢植物群落

復元事業により、植物相の復元や水質浄化の取組みを行っています。 

三宝寺池之図 

※出典：『みどりと水の練馬』 
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Ⅱ－５．計画地の現況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画地・周辺の現況 

１．主な建築物 

   クラブハウス 昭和 62 年しゅん工 

          RC 造 地上 2 階建 床面積約 1,700 ㎡ 

   体育館    昭和 62 年しゅん工 

          RC 造 地下 1 階地上 2 階建 床面積約 1,800 ㎡ 

          ※屋根からの雨漏りがあり、床の一部は腐食 

２．樹木 

   計画地の外周と通路沿いに、約 900 本の高木があり、大木も多くあります。主な

樹木はケヤキ（約 150 本）、クヌギ（約 70 本）、アカマツ（約 30 本）です。 

 

３．スポーツ施設の利用率（平成 21 年 4 月～平成 22 年 1 月の平均） 

   テニスコートの利用率は、平日 90％、日祝 99％とたいへん高くなっています。

グラウンドおよび野球場の利用率は、平日 24％、日祝 95％となっており、夏休み
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期間は平日の利用率が 30％以上になっています。 

   グラウンドおよび野球場の利用種目は、少年野球や少年サッカーなど、子どもた

ちの利用だけではなく、グラウンドゴルフやターゲットバードゴルフといったニュ

ースポーツにも利用されており、多世代にわたる活発な利用がされています。 
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